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■□■ショートコメント■□■ 

◆公式ホームページによれば、本作のイントロダクションは次の通りだ。 

 

 

 

 

 

探偵はＢＡＲにいる３ 

2017年／日本映画 

配給：東映／122分 

2017（平成29）年12月6日鑑賞 梅田ブルグ７ 

 

★★★ 
監督：吉田照幸 

原作：東直己 『ススキノ探偵』シ

リーズ（ハヤカワ文庫） 

出演：大泉洋／松田龍平／北川景子

／前田敦子／リリー・フラン

キー／志尊淳／鈴木砂羽／

田口トモロヲ／マギー／安

藤玉恵／正名僕蔵／篠井英

介／松重豊／野間口徹／坂

田聡／土平ドンペイ／斎藤

歩／前原滉／天山広吉／片

桐竜次 
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◆公式ホームページによれば、本作のストーリーは次の通りだ。 

 

 

 

 

 

 

◆ 

 

◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆本作は決して悪くはない。いやいや、見ていてむしろ楽しいもの。「俺」と第一人称で語

る主役の探偵役の大泉洋と、その相棒兼運転手の松田龍平、この２人のキャラがきっちり

と固まり、札幌のススキノを舞台に、セコい（？）、けれども、それなりの人情味溢れる探

偵稼業に猛進し、結果はもちろんハッピーエンド。 

そんな、『探偵バー』のシリーズ化が決まり、本作はその３作目。そして、字幕終了後の

ちょっとした「予告」を見れば、４作目の製作も射程距離だ。 

 

◆『男はつらいよ』シリーズ全５０作は、さる１２月５日の竜王戦で渡辺明竜王を破って、

通算獲得タイトル数を９９期としたうえ、『永世称号』を持つ竜王、名人、王位、王座、棋

王、王将、棋聖という７つのタイトル戦について、「永世七冠」を達成した羽生善治氏と同

じような前代未聞の領域だが、「シリーズもの」はいくつもある。近時は「釣りバカ」シリ

ーズがそうだし、山田洋次監督の『家族はつらいよ』もシリーズ化されている。 

この手の「シリーズもの」は安定感があるから、映画館がお家のリビングルームと同じ

ようなもので、少し居眠りしても全然差し支えない、予定調和の楽しい物語をリラックス

して楽しむことができる。それはそれでいいのだが、それでは逆に映画館に行こうという

意欲を削ぐことにも・・・？本日の観客の入りはバラバラだったし、私ももうこのシリー

ズは打ち止め・・・。 
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◆本作に見る、大泉洋と松田龍平の２人の安定感は抜群。また、スクリーン上に次々と登

場してくる札幌ススキノの街並みも私には馴染みのある風景だから興味深い。もっとも、

そこを舞台とし、末端価格４億円という「シャブ」が問題となる殺人事件に探偵が巻き込

まれる展開にもかかわらず、本作に見る「ヤクザ抗争」はビートたけし監督の『アウトレ

ンジ 最終章』（１７年）の生々しさとは正反対の少し楽しいもの・・・？ 

 他方、北川景子は『真夏のオリオン』（０９年）での演技が強く印象に残っている正統派

美女（『シネマルーム２２』２５５頁参照）だが、本作ではストーリーのミステリー的部分

を牽引する重要な役割を担うので、それに注目！とりわけ本作では、後半に至ってやっと

その本性を見せながら「お願いします！」と心をこめて訴えるセリフが、『真夏のオリオン』

における「敬礼シーン」と同じように大きなポイントになるので、それに注目！ 

 

◆他方、本作で失踪する女子大生・麗子役を演じた前田敦子は、ちょっともったいない。

もっとも、麗子役は前田敦子の１つの側面を示すもので、本作ではこの程度の脇役で十分

かもしれないが、彼女の演技力はこんなレベルではないので、私としては彼女の主演作を

期待！ 

 まあ、現在の邦画界における本作のような映画は、期待度も満足度もこんなもの・・・。

それなりに満足して家路に・・・。 

２０１７（平成２９）年１２月８日記 

 


